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2010年度第3回常任理事会議事録

日時:2010 年 8 月 6 日(金)午後 l時 00 分~5 時

00分

場所・東京富士大学本館 l階第 2会議室

出席者 森下高治理事長，藤田主一副理事長

井上孝代， 浮谷秀一，川本利恵子，田中真

介，田之内厚三，谷口泰富，内藤哲雄，藤

森立男，向井希宏(以上 11名〕

欠席者:大坊郁夫，玉井寛，蓮花一己

事務局:浮谷秀一(事務局長)，佐藤恵美(幹事)

I 報告事項

1 理事長より

・荻野先生を名誉会員に推戴 したが，理事である

ことを理由に辞退された。

・第 79大会開催校と して北星学園大学の演保久

先生打診し前向きの返答をいただいている。

2. 各種委員会報告

(1) 機関誌編集委員会 (}II本委員長)

・本日 10時半より第 2回会議を行った。 これま

での審査状況は，どの部門も順調に査読が行わ

れている。

・短報に連続投稿している会員について，連続 し

て掲載する場合のタイトルなどを考慮しながら

進めている。

・機関誌第 36巻第 l号は原著 2本，短報 2本，

昨年の駒津大学で開催された公開シンポジウム

l本を掲載する予定であるが，発行時JjJJは未定

である。

• 2010年 8月現在，機関誌への投稿は 11本(原

著 4本，短報 5本，研究資料 2本)で，審査中

である。

(2) 企画委員会(田之内委員長)

・今年度の公開シンポジウムの日程は 2010年

11月 13日(土) 1 3 ・ 00~1 5 : 30，場所は東京

富士大学(メディアホール)で決定した。タイ

トルは「なぜ若者は恋をしないのか一応用心理

学から見た恋愛 」となった。

・アナウンス はホームページ，ポスタ ーは9月半

ばにできる予定である。ハガキでのアナウンス

はしない。総会でチラシを配る予定である。

・当日の 12時から常任理事会を行う予定である。

事務局だより

(3) 広報委員会(藤森委員長)

・新広報誌『応用心理学のク ロスロ ード』の創刊

号をホ ームペ ージに UPする作業を行ってい

る。

-広告掲載企業としてナカ ニシヤ出版など 2社

が内定している。今後も広告掲載をお願いでき

る企業を探す。塾や予備校に『ク ロスロ ー ド』

を置いていただき，高校生などにも見てもらう

ことを検討していく。

・『クロスロ ー ドj 2号は 2010年 12月に発行す

る予定である。

(4) I応用心理士」認定審査委員会

(代理・浮谷委員)

・2010年申請者は 2名で，審査も終了し，現在

認定手続きを進めている。

(5) 国際交流委員会(内藤委員長)

• 2010年国際応用心理学会(メルボルン)の大

会企画シンポジウムに参加し，盛況であった0

・今後，英文特集号の発行を来年度中に目指す予

定である。

・英文特集号の申込み方法は未定であるが，でき

れば早めに投稿申込みの日程を決め 9月の総

会とホ ームページでアナウンスする必要がある

ことを確認した。また，論文のページ数や投稿

者規定(ファ ース 卜は会員であること)など詳

細を早めに決めることが要請された。

(6) 若手研究者支援委員会(代理.浮谷事務局長)

.次回第 77回大会の若手支援フ ースの日程や時

間配置などの機備を進めている。

(7) 学会賞選考委員会(藤田委員長)

.審議事項で審議する。

3. 2010年第 77回大会について

(田中大会委員長)

(1) 第 77回大会の内容は， シンポジウム 3件，

自主企画 8件，ポスタ ー 104件になった。

4. 日本心理学諸学会連合について

(谷口担当常任理事)

・6月 20日に理事会があった(参考資料)。

・国資格問題に関しては，審議事項とする0

・匡|資格問題に関して，心理学諸学会連合に対し

て医療関係団体から一資格を作る ことが提案さ

れ， これにはカリキュラムの一本化が必重きであ
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り作成する必要があることが確認された。検討 ・実践活動部門は， I該当な し」であっ た。

の結果，いくつかのカリキュラム案が提案され

た。この提案について，各学会に意見 ・質問な

どを求めることになり，回答日を定めて依頼す

ることになった。本学会も適切に対応すること

になっ fこ。

-本学会としては，臨床に特化している学会では

ないので， I大学院カリキュラム案 B(ver. 2)J 

よりも，折衷案である「大学院カリキュラム案

C (ver. 2)Jに賛同することが了解された。ただ

し国資格とすることを目的とする場合， B案

でも柔軟に対応していく必要もあるのではない

かという意見も出された。

・心理学検定については藤田副理事長より報告が

あった。

・第 3回心理学検定は 8月22日に実施される予

定である。受検者数は 2，260名であり，受検者

数は増加傾向にある(受検者数は第 l回約

1，200名，第 2回約 1，700名)。

・視覚障害者の点字の問題作成などを考えていく

必要があることが報告された。

II 審議事項

1. 2009年決算書に関する件(浮谷事務局長)

• 2009年決算書が報告された。

・名簿作成年度のために名簿作成積立金から 50

万を取り崩す予算を組んだが，名簿作成見積額

が約 117万となったので，取崩し額を 100万

円することが了承された。今後会員数を増やす

などして収入を増やすことを検討していくこと

になった。

• 2009年度決算書では，総収入に対して総支出

が上回っている。今後支出を削減するか，会員

数を増やすなどの対応していくことの検討が必

要であることが確認された。

2. 学会賞選考に関する件(藤田委員長)

・学会賞を選考する ため，各理事などか らの推薦

書に基つ‘いて l次審議を行った。

・論文部門の審査は， ~応用心理学研究J (第 33

巻 2号~第 35巻第 2号)を対象に推薦しても

らった。その結果，最も推薦数が多かった論文，

楼井美由紀・岩崎祥一「視覚 ・聴覚の二重課題

における注意の偏りについての研究J(第 33巻

第 2号)を決定した。

-短報についての独立した賞を作ってはどうかと

の提案があった。

3 学会活性化に関する件(藤田副理事長)

・大会発表賞実施委員会(仮称)は「大会発表賞

(理事長賞)Jの新設を提案した。

・審査は大会に参加した会員が投票する，推薦理

由を書くなどいくつかの点を考慮することで，

「大会発表賞」の新設が承認された。今年度の第

77回大会より実施することが決定された。

4 公開シンポジウムに関する件

(代理.浮谷事務局長)

・今年度の公開シンポジウムは，2010年 11月

13日(土) 1 3 : 00~ 1 5 : 30，東京富士大学で開

催する。タイトルは「なぜ若者は恋をしないの

か 応用心理学から見た恋愛」

5 名誉会員推戴に関する件(森下理事長)

・荻野先生を名誉会員に推戴したが，荻野先生は

ご辞退された。

6. 年会費滞納者の取り扱いに関する件

• 2003年から年会費を滞納して いる滞納者 リス

卜が示された0

・2006年度以前会費未納入については自動退会

にすることがi決まった。

・今後は過去 3年間の会費未納入者は，自動退会

にすることが承認された。

7 新入会員審査および会員異動に関する件

・下記の新入会希望者 30名(学生会員 3名含む)

について審査し，全員が承認された。

(正会員)

中妻拓也，倉岡理保，峰岸幸子，松原健太，堀井

康平，芝田郁子，楢村はるみ，山岡重行，中村知

靖，義田俊之，田中共子，楠瀬友季，兵藤好美，

坂井真菜未，中田紗紀子，安友かおり，小森万由

美，杉本真理，細川京子，諏訪部和子，太田顕子，

横見守男，堀直人，金岡麻希，藤浦芳江，堀 恭

子，目安l'和美

(学生会員)

篠原成美，佐藤典子，後藤英梨

*今後の日程につ いて

• 2010年 9月 10日 (金) 1 5 ・ 00~17: 00の

大会前日に理事会を行う。常任理事会は 9月

12日(日)1 2 ・ 1 5~ 1 3 ・ 1 5 に行う 予定である。
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2010年度理事会議事録

日 時・2010年 9月 10日(金)午後 15時 00分~

17時 00分

場 所:京都大学 C会館 4階機構セミナ 一室(総

合館北棟)

理 事:森下高治理事長，藤田主一副理事長

浮谷秀一，加藤博己， 川本利恵子，木村友

昭，玉井寛，田中真介， 田中祐子，谷口

泰富，向井希宏，松田浩平，内藤哲雄，藤

森立男，大坊部夫，深津伸幸，~蜂屋 真，

森脇保彦，荻野七重，細江達郎(以上 20

名)

陪席.山岡淳(名誉会員)

監 事:高橋良博

事務局:浮谷秀一(事務局長)，佐藤恵美(幹事)

I 理事長より(森下理事長)

II 第 77回大会委員長挨拶(田中大会委員長)

III 報告事項

1. 事業報告

(1) 会員の異動および会資料l入状況

• 2010年9月7日現在，1281名が会員である。

2010年度の会費の納入率は 62%である。

(2) 各種委員会報告

1) 機関誌編集委員会(川本委員長)

・現在，r応用心理学研究』 に入稿済みの原稿は原

著 2本，短報 2本で第 36巻第 l号に掲載され

る予定であ る。査読済み原稿は原著 2本，短報

2本で第 36巻第 2号に掲載される予定であ

る。

• 2010年 9月現在，原著 4本，資料 2本，短報 4

本が投稿されている。

・所正文先生の所属機関(国士舘大学)に代わり，

深津先生の所属機関(東京富士大学)に投稿先

が変更となっ た。

2) 企画委員会(代理.浮谷事務局長)

・昨年の公開シンポジウム(駒津大学)，過去の本

学会研修会 (A.B)についての報告がなされた

(配布資料)。詳しくは明日の総会で報告する。

3) 広報委員会(藤森委員長)

・ニュ ースレターは昨年 9月で終了し，その後，

『応用心理学のクロスロ ード』を発行するこ と

にした。第 l号(創刊号)は 6月に発行済み，

第2号を 12月に発行する予定である。

・『応用心理学のク ロスロ ード」の執筆者は原則

会員に依頼しているが，執筆内容によっ ては会

員以外の人にお願し、する ことがある。

4) I応用心理士」認定審査委員会(玉井委員長)

・2009年度の「応用心理士」への申請は 19名で

あっ たが，審査の結果 19名のうち 18名を合

格とした。不合格であった 1名は，入会後 2年

未満のため審査基準を満たしていなかったこ と

による。

• 2010年度前期では 2名の申請があり，審査後，

合格とした。

・現在 300名弱の資格取得者があるため，今後，

研修会などをとおして応用心理士の質の保証を

考えていく必要がある。

5) 国際交流委員会(内藤委員長)

・国際応用心理学会議(メ ルボルン)の大会で本

学会主催シンポジウムを開催し盛況であった。

来年 3月をめとにシンポジウムの概要をまと

め，英文特集号に掲載する予定である。

・国際応用心理学会で発表した論文は英文特集号

に投稿する ことができる。投稿希望者は 10月

末までに申込みを行い，投稿原稿は 2011年 2

月28日を締切りとする。投稿規程および申込

書はホ ームベーシに掲載する。英文特集号の応

募先は，機関誌編集委員会の深海先生宛にお願

いする。

・ ~ I三会員が投稿(連名投稿を含む)する場合は，

2010年 10月 31日の投稿締切り日までに正会

員になることが必要である。

・英文のネ イティブチェック を必要とするが，業

者については学会が紹介する。

・「別問IJJ希望者はすべて私費になることが決

まった。

6) 若手研究者支援委員会(代理・浮谷事務局長)

.明日からの第 77回大会の若手支援の準備はで

きて いる。詳しいことは明日の総会で発表す

る。

(3) 学会活性化プロジェク 卜チーム

(代理・浮谷事務局長)

・本年 6月に答申書が提出され，8月に取りま と

めた。他学会との連携，若手研究者の支援，国

際交流委員会のあり方など多方面からの検討を
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行った。資料は明日の総会までに理事に用意す

る。

(4) 学会賞選考について(藤田委員長)

・本学会「学会賞」は 2年に一度， 2部門(論文，

実践活動)で選考を行う。今年は 2回目であ

る。

-論文部門は， r応用心理学研究」第 33巻第 2

号~第 35巻第 2号までの計 6HHが対象であ

り， 36名の理事に審査をお願L、した。その結

果， 第 33 巻第 2 号の~iJ!井美由紀 ・ 岩崎祥一論

文「視覚 ・聴覚の二重課題における注意の偏り

についての研究」に決定した。

・実践活動部門は，1該当者なし」となった。

(5) 大会発表賞について(藤田副理事長)

・学会活性化プロジェクトチ ームの提案にもとづ

き，第 77回大会(京都大学)から 「大会発表

賞」を新設することが常任理事会で決定され

た。第 l次審査は会員が行い，常任理事会で、最

終的に決定する。なお，委員会は 「学会賞選考

委員会」が兼務する。

・第 l次審査は，大会に参加した会員から l日目

と2日目にそれぞれに 3つ以内の論文を推薦

してもらう。投票用紙は，大会受付で配布する。

受賞者は，ホームページと『応用心1理学のクロ

スロ ード』誌上で公表し，本人に通知する。副

賞は次年度大会の懇親会招待(第 l著者のみ)

で，懇親会の会場で盟事長が表彰(表彰は著者

全員)する。

・副賞の懇親会招待費用は学会が負担する。

(6) 2009年度第 76回大会報告

(川本大会委員長)

・決算報告書に基つ‘いて報告された(配布資料)。

(7) 日本心理学諸学会連合について

1) 理事会について(谷口担当常任理事)

• 2010年 6月 20日に日心連の会議があり， 一

団体による国資格問題の基本方針が決まったこ

とに伴い，資格の基本コンセプ 卜， 要望意見，

カリキュラム案が審議，可決された(配布資

料)。

・国資格問題に関して医療関係団体から一資格一

法案が提案されたが， これにはカリキュラムの

一本化が必要なため今後協議する必要がある0

・資格名に|臨床心理士のような I1臨床」をつける

ことは難しいことが日心連内で確認されてい

る。

[国資格問題に関して]

医療関係団体からー資格一法案が提案された。

これにはカリキュラムの一本化が必要であり作

成する必要がある。そこで日心連よ り 「大学院

カリキュラム案 C(v巴r.2)Jが提案されたのを受

け，本学会でも意見 ・質問を求められている。

8月の常任理事会において， 日本応用心理学会

は臨床に特化している学会ではないので， 1大

学院カリキュラム案 B(ver. 2)Jよりも，折衷案

である 「大学院カ リキュラム案 C(ver. 2)Jを支

持することが了承された。ただし，匡|資格にな

ることを目的とする場合，B案であっても柔軟

に対応していく必要もあるのではなし、かという

意見が出された。

・本理事会において 8月の常任理事会(案)が

承認されたので，次回 10月の日心連盟事会で

本学会としての意見 ・質問を報告する予定であ

る。

2) 心理学検定について(藤田心理学検定委員)

・第 3回心理学検定は 8月 22日 (日)に実施さ

れ，申込者 2，260名，受検者は 2，031名(受検

f-% 89.8%)であった。

IV 審議事項

1. 2009年度決算書に関する件(浮谷事務局長)

• 2009年度の決算書:は別紙のとおりである。

・名簿作成積立金の予算は 50万円であるが，今

回の見積りは約 117万円となり，大幅に予算を

超える予定である。前回の名簿作成では約 115

万円(送料込)がかかっているため，今回の決

算となった。 以上の説明を踏まえ， 2009年度

決算書は理事会にて承認された。

• 2009年度決算書にもとついて報告された。そ

の後監査による会計監査の報告があった。

・名簿作成のための取崩金を予算では 50万円と

したが，見積りが約 117万円となったために地

鎖した。また，予算に比べて減った繰越金を補

うために，基金の取崩金を増額した。

・このような経緯を経て，2009年度決算書は理

事会にて承認された。

2. 2010年度予算案に関する件(浮谷事務局長)

• 2010年度予算案にもとついて報告された。
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-ニュ ースレタ ーにかえて新広報誌『クロスロ ー

ド』を発行するため， 90万円 (45万円X2号)

に支出が増える。

.2011年度以降予算が立てられなくなる可能性

がある。今後支出を削減する，会員数を増やす，

会費を増額するなどして収入を増やす方法を検

討することが確認された。

・理事長より，明後日 12日の常任理事会におい

て，I日本応用心理学会の更なる発展を考える

会」を立ち上げる予定であると発言があった0

.このような 2010年度予算案に対する提案を経

て，理事会で予算案は承認された。

3 学会賞選考に関する件(藤田委員長)

・理事会にて承認された。

4. 名誉会員推戴に関する件(森下理事長)

・理事の荻野七重先生を名誉会員として推挙した

が， ご本人がご辞退された。

5. I応用心理士」に関する件 (玉井委員長)

・応用心理土の認定審査規則第 4条第 l項につ

いて，I心理学専攻」となっているが「心理学専

攻または これに準ずる分野あるいは修了した

者」との改定案が提出された。今後の応用心理

士の拡大を考え，明日，総会で改定案を提出す

る予定である。

6目 2012年度第 79回大会委員長(大会当番機関)

に関する件(森下理事長)

・大坊常任理事を通じて，北海道の北星学園大学

(漬保久先生)と交渉して内諾をいただいてい

る旨が提案され承認された。

V 2011年度第 78回大会委員長挨拶

(内藤大会委員長)

・2011年 9月 10日(土)，11日(日)に信州大

学(松本)で開催する予定であり，意欲的に準

備を進めている旨の挨拶があった。

*理事会を閉会する前に，学会賞は報告事項との

指摘があり，審議事項から削除することが決定

された。また，名誉会員の推戴についても，結

果としていなかったので， この審議事項も削除

することが決定され，総会では取り上げないこ

とになった。

2010年度総会議事録

日時・2010年 9月 11日(土)午後 12時30分~

13時 30分

場所:京都大学 B会場(1号館〕

進行・浮谷秀一事務局長

I 理事長挨拶(森下理事長)

II 第 77回大会委員長挨拶(田中大会委員長)

凹 議長選出

・田中大会委員長が選出された。

IV 報告事項

l. 事業報告

(1 ) 会員の異動および会費納入状況

• 2010年 9月7日現在，1281名が会員である。

2010年度の会費の納入率は 62%である。

(2) 各種委員会報告

1) 機関誌編集委員会(川本委員長)

・現在の『応用心理学研究』入稿済み原稿は原著

2本，短報 2本で第 36巻第 1号に掲載される

予定である。査読済み原稿は原著 2本，短報 2

本で第 36巻第 2号に掲載される予定である0

・所正文先生の所属先(国土舘大学)に代わり，

深津先生の所属先(東京富士大学)に投稿先が

変更となった。

2) 企画委員会(田之内委員長)

・昨年度の公開シンポジウム(駒津大学)，および

研修会 A，Bについての報告がなされた。

・本年度の公開シンポジウムの日程は 2010年

11月 13日(土) 1 3: 00~1 5 : 3 0，場所は東京

富士大学(メディアホ ール)に決定した。タイ

トルは「なぜ若者は恋をしないのか一応用心理

学からみた恋愛一」となった。

・今年からハガキによる通知はなくなり ，ホーム

ペ ジにて行うことになった。

3) 広報委員会(藤森委員長)

・ニ ュースレタ ーは昨年 9月で終了し，その後，

「応用心理学のクロスロ ード』を発行している。

第 l号(創刊号〕は 6月に発行済み，第 2号を

12月に発行する予定である。

・『応用心理学のクロスロ ー ド」の執筆者は原則

会員に依頼しているが，執筆内容によっては会

員以外の人にお願いすることがある。

4) I応用心理士」認定審査委員会(玉井委員長)

・2009年度の「応用心理士」への申請は 19名で

あったが，審査の結果 19名のうち 18名を合

格とした。不合格であった 1名は，入会後 2年
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未満のため審査基準を満たしていなかったこと ・実践活動部門は， I該当者なし」となった。

による。

5) 国際交流委員会(内藤委員長)

・国際応用心理学会議(メルボルン)でシンポゾ

ウムを開催し盛況であった。来年 3月をめどに

シンポジウムの概要をまとめ，英文特集号に掲

載する予定である。

・国際応用心理学会で発表した論文は英文特集号

に投稿することができる。投稿希望者は 10月

末までに申し込みを行い，投稿原稿は 2011年

2月 28日を締切りとする。投稿規程および申

込書はホ ームページに燭載する。英文特集号の

応募先は，機関誌編集委員会の深津先生宛にお

願いする。

・非会員が投稿(連名投稿を含む)する場合は，

2010年 10月 31日の投稿締切り日までに正会

員になることが必要である。

・英文のネイティフチェックを必要とするが，業

者については学会が紹介する。

・「抜刷」希望者はすべて私費になることが決

まった。

6) 若手研究者支援委員会(蓮花委員長)

・第 76回大会(九州大学)で，会員発表費補助は

34名(各 3千円)，ワ ークショ y プ l件(各 2

万円)，非会員 2名(各 2千円)に援助を行っ

fこ。

-本大会でも若手支援を行う。紹介者名を受付で

話してもらうと手続きをスム ーズに行うことが

できる。

7) 学会活性化プロジェクトチーム

(蓮花チ ーム長)

・他学会との連携，若手支援のあり方，国際交流

のあり方など多方面からの検討を行った。

(3) 学会賞選考について(藤田委員長)

・本学会「学会賞」は 2年に一度，2部門(論文，

実践活動)で選考を行う。今年は 2回目であ

る。

-論文部門は，r応用心理学研究』第 33巻第 2

号~第 35巻第 2号までの計 6冊が対象であ

り，36 名の理事に審査をお原~j l、した。その結

果， 第 33巻第 2号の桜井美由紀 ・岩崎祥一論

文「視覚 ・聴覚の二重課題における注意の煽り

についての研究」に決定した。

(4) 大会発表賞について(藤田副理事長)

・学会活性化フ。ロシェクトチ ームの提案にもとつ

き，第 77回大会(京都大学)から 「大会発表

賞」を新設することが常任理事会で決定され

た。第 l次審査は会員が行い，常任理事会で最

終的に決定する。

・第 l次審査は，大会に参加した会員から l日目

と2日目にそれぞれに 3つ以内の論文を推薦

してもらう。投票用紙は，大会受付で配布する。

受賞者は，ホ ムページと『応用心理学のクロ

スロ ー ド』誌上で公表し，本人に通知する。副

賞は次年度大会の懇親会招待(第 l著者のみ)

で，懇親会の会場で理事長が表彰(表彰は著者

全員)する。

(5) 2009年度第 76回大会報告

(川本大会委員長)

・決算報告書は別紙のとおりである(配布資料)。

(6) 日本心理学諸学会連合について

1) 理事会について(谷口担当常任理事〕

• 2010年 6月 20日に日心連の会議があり，一

団体による国資格問題の基本方針が決まったこ

とに伴い，資格の基本コンセプ 卜，要望意見，

カリキュラム案が審議，可決された(配布資

料〕。

・匡|資絡問題に関して医療関係団体から一資絡一

法案が提案されたが， これにはカリキュラムの

一本化が必要なため今後協議する必要がある0

・資格名に臨床心理士のような「臨床」をつける

ことは難しいことが日心連内で確認されてい

る。

V 審議事項

1. 2009年度決算書に関する件(浮谷事務局長)

• 2009年度の決算書は別紙のとおりである。

・名簿作成積立金の予算は 50万円であるが，今

回の見積りは約 117万円となり，大幅に予算を

越える予定である。前回の名簿作成では約 115

万円(送料込)がかかっているため，今回の決

算となった。以上の説明を踏まえ， 2009年度

決算書は総会にて承認された。

2. 2010年度予算案に関する件(浮谷事務局長)

• 2010年度予算案は別紙のとおりである。

・広報費には新広報誌『クロスロ ー ド」が入って
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いる。

• 2010年度予算の時点で，会費収入約 580万円

に対して支出約 1000万円である。 2009年度

決算書の時点で繰越金が O円になる。このた

め， 2011年度以降予算が立たなくなる可能性

があることが指摘された。

・会員より 2010年度予算に関して，収入の約

15%前後を占める国際交流費，および英文特集

号に対する予算の組替えの要望が提案された0

・この提案に対し，理事長より 12日の常任理事

会において，I日本応用心理学会の更なる発展

を考える会」を立ち上げ，今後，支出の削減，

会員数増加などの方策を検討し予算を立て直

す方法についての考えが述べられた。

• 2010年度予算案は総会で承認された。

3. I応用心理士」に関する件(玉井委員長)

・応用心理士の認定審査規則の改定に関する提案

があった。第 4条第 l項について， I心埋学専

攻」となっているが「心理学専攻，またはこれ

に準ずる分野あるいは修了した者」との改定案

が提出され，承認された0

4. 2012年度第 79回大会に関する件

・大坊常任理事を通じて，北海道の北星学園大学

ci寅保久先生)に内諾をいただいている。総会で

の承認後，理事長から正式に依頼する予定であ

る。 この経緯を経て，第 79回大会の開催が承

認された。

VI 議長解任

VII 学会賞授賞式

・理事長より ，I学会賞J(論文部門)の『応用心

理学研究』第 33巻第 2号の楼井美由紀 ・岩崎

枠一論文「視覚 ・聴覚の二重課題における注意

の偏りについての研究」が表彰された。

VIII 2011年度第 78回大会委員長挨拶

(内藤大会委員長)

・2011年 9月 10日(土)， 11日(日)に信州大

学(松本)で開催する予定であり，意欲的に準

備ーを進めている旨の挨拶があった。

2010年度 第 4回常任理事会議事録

日時 2010年 9月 12日(日)午後 12時 15分~

13時 15分

場 所:京都大学 C会館 4階機構セミナ 一室(総

合館北棟)

出席者森下高治理事長，藤田主一副理事長

浮谷秀一，井上孝代， 川本利恵子，田中真

介，回之内厚三，谷口泰富，向井希宏，内

藤哲雄，藤森立男，玉井寛，大坊郁夫，

蓮花一己(以上 14名)

事務局:浮谷秀一(事務局長)佐藤恵美(幹事)

I 報告事項

l. 理事長より(森下理事長)

2. 各委員会報告

(1) 機関誌編集委員会(J11本委員長)

・若手研究者獲得のために特集号を出すことを機

関誌編集副委員長と検討中である。

(2) 企画委員会(回之内委員長)

・今大会の研修会の参加者は，研修会 Aは30

名，研修会 Bは20名であった。

・次大会の研修会について 1つは名誉会員と交

渉中であるが，もう lつは検討中である。

(3) 広報委員会(藤森委員長〕

・「応用心理学のクロスロ ード』第 2号を 12月に

発行する予定である。

(4) I応用心理士」認定審査委員会(玉井委員長〕

・2010年度前期では 2名の申請があり，審査後

合格とし，入金が確認された。

(5) 国際交流委員会(内藤委員長)

・国際応用心理学会(メルボルン)のシンポジウ

ム概要を英文特集号に掲載する予定である。

• 10月末に英文特集号への投稿の応募締切りと

し，今後ホ ームページで応募要項などを掲載す

る。

(6) 若手研究者支援委員会(蓮花委員長)

・第 77回大会の若手支援は，昨年と比べ今年は

非会員が 10数名と多かった。本日 14時まで

受け付けるので，次回の常任理事会で詳しい人

数を報告する。

(7) 学会賞選考委員会(藤田委員長)

・楼ヂ!こ美由紀 ・岩崎祥一論文「視覚 ・聴覚の二重

課題における注意、の偏りについての研究(第

33巻第 2号)Jの授賞式が昨日の総会で行われ

fこ。

・次回の学会賞選考は 2年後である。

3. 2010年第 77回大会について

(田中大会委員長)
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-シンポジウム 3件， 自主企爾ワ ークショッ プ8

件， 体験型企画など多彩であり盛況である。懇

親会の参加者は 192名であった。

4. 2011年第 78回大会について

(内藤大会委員長)

・2011年 9月 10(土)，11日(日)に信州大学

(松本)で開催する予定である。

5. 日本諸学会連合について

(1) 理事会について(谷口但当常任理事)

・前回の常任理事会で，本学会としては 「大学院

カリキュラム案 C(ver. 2)Jを支持することに

決定 したことを確認した。

(2) 心理学検定について (藤田委員)

.特になし

1I 審議事項

1. 理事長諮問機関「日本応用心理学会の更なる

発展を考える会」に関する件(森下理事長)

.財政面に関する改善などのいくつかの問題点を

検討するために，I日本応用心理学会の更なる

発展を考える会」を立ち上げ，来年 3月に中問

答申，再来年 3月に最終報告をする予定であ

る。なお，委員長には藤田副理事長が就任する。

・ 藤田副理事長に人選 (7告・任理事の中から 4~ 5

名程度に依頼〕をお願いし， 11月 13日 (土)

の常任理事会に提案しても らう予定である。

・予算案を見ると財政的に厳しいので，たとえば

会員名簿の PDF化， 国際交流費の見直し， 予

算の見直 し，年会費の検討などの改善策を早急

に打ち出す必要があることが理事長より具申さ

れた。

・今年度の予算の組替えも視野に入れる提案がな

された0

・国際応用心理学会において， 3カ国が入 ったゾ

ンポジウムを優先させているので， 日本人だけ

のシンポジウムの形は今後なくなっていく可能

性がある。 このため，国際交流委員会費の補il)J

に関して，若手の国際応用心理学会参加の助成

などの面からも検討する必要があるとの意見が

出された。

2. <国家資格についての三団体共同見解(案))

アンケ 卜に関する件(浮谷事務局長)

・追加のアンケ ー 卜が送 られてきたので， そのア

ンケー 卜にどう回答するかを検討した。 しかし

ながら，本会議中に回答をまとめること は刻し

いので，各常任理事の意見を今週末までにメー

ルで浮谷事務局長まで送信しても らう ことに し

た。その結果を受けて，仮に本学会としての意

見がなく ても 「な し」 と返答することとし，本

件は最終的に盟事長に一任された。

3. 新入会員審査に関する件(浮谷事務局長)

• 1名の入会希望者があり， 審議の結果入会が承

認されfこ。

(正会員)上田淳子

4. その他

・藤田心理学検定担当委員の任期が今年度末で終

了するため，来年 4月から大坊常任理事を本学

会推薦の心理学検定担当委員に推薦することが

承認された。

*次回以降の常任理事会日程について

• 2010年 11月 13日 (土) に東京富士大学で開

催する。その後に公開ゾンポジウムが開催され

る予定であ る。

2010年度 第 5回常任理事会議事録

日 H寺:2010年 11月 13EI (土)11 11寺 3 0 分~1 3

H寺00分

場所:東京富士大学本館 l階第 2会議室

出席者:森下高治理事長，藤田主一副理事長

浮谷秀一，川本利恵子，大坊郁夫，谷口泰

富 ，田之内厚三，内藤哲雄，藤森立男，向

井希宏，蓮花一己(以上常任理事 11名)

欠席者。井上孝代，田中真介，玉井 寛

事務局 浮谷秀一(事務局長)，佐藤恵美(幹事)

I 報告事項

1. 理事長挨拶 (森下理事長〉

2. 各種委員会報告

(1) 機関誌編集委員会 (J11本委員長)

・現在， ~応用心理学研究』第 36 巻第 1 号(原著

2本， 短報 2本)の最終印刷へ向けた作業を

行っている0

・現在， 第 36巻第 2号以降の掲載可能論文は原

著 5木，短報 2本である。

・査読仁|コの論文は，原著 4本，資料 4本，短報 8

本である。

(2) 企画委員会(回之内委員長)

・今年度の公開シンポジウ ム 「なぜ若者は恋をし



( 148 ) 応用心理学研究 Vol. 36， NO.2 

ないのか」は本日 13時から，東京富士大学メ

ディアホールで開催される予定である。

(3) 広報委員会(藤森委員長)

・「応用心理学のクロスロード』第 2号を 12月に

発行する予定であり，最終校正中である。

・広告掲載に関しては，ナカニシヤ出版をはじめ

6社の掲載が決定している。今後. 10社程度の

開拓を目指している。

・第 3号の構成原案を構想、中である。この中に第

78回大会の案内をいれる予定である。また，第

3号の原稿締切りは， 理事が 3月 24日， 一般

会員が 2月の予定である。

(4) I応用心理士」認定審査委員会

(代理:浮谷委員)

• 2010年度後期では現在 2名の申請を受付けて

いる。

(5) 国際交流委員会(内藤委員長)

・国際応用心理学会(メルボルン)の英文特集号

の締切り(10月 31日)をホ ームページに掲載

したが，掲載した時期が遅かったので 11月末

まで締切りを延ばした。

• 10月 31日までの発表申込み件数は 25件であ

り.11月末まで締切りが延びているのでこれ

からも増える予定である。

・審査等に関しては，委員長が次年度大会委員長

であることから， 川本先生に副委員長になって

いただき，審査等をお願いする予定である。

・著書全員が会員であること(連名者も会員であ

ること)が，常任理事会で確認された。

(6) 若手研究者支援委員会(代理:浮谷事務局長)

・第 77回大会の若手支援は，ほぼ去年と同様の

金額と人数であった。

(7) 学会賞選考について(藤田委員長)

・第 77回大会学会において，第 33巻第 2号の

f!Jl井美由紀・岩崎祥一論文の「視覚 ・聴覚の二

重課題における注意、の偏りについての研究」の

授賞式を行った。 これは， r応用心理学のクロス

ロード』第 2号に掲載，ホ ームページにも公開

する予定である。

3. 2011年度第 78回大会について

(内藤大会委員長)

・2011年9月 10.11日(9月9日理事会〕に第 78

回大会を開催する予定である。現在，懇親会の

会場，人員，宿泊施設の手配などを進めている。

4. 日本心理学諸学会連合について

(1) 理事会について(谷口担当常任理事)

• 12月 23日に日心連の理事会が予定されてい

るので，次回の常任理事会でその報告をする。

(2) 心理学検定について

(藤田委員，補足・大坊常任理事)

(1) 今年の心理学検定受験申込者は 2，260名で

あり，昨年に比べて増えていること， r心理学

検定公式問題集』を年度版にすることなどが

報告された。

(1) 心理学検定の合格者について，今後は「応用

心理士」の申請要件のひとつとすることも考

慮すべきではなし、かとの提案があった。

III 審議事項

1. 理事長諮問機関「日本応用心理学会の更なる発

展を考える会」に関する件(藤田副理事長)

・前回の常任理事会で設立され，委員長に指名さ

れた藤田副理事長から，副委員長に浮谷事務局

長，委員に大坊常任理事，谷口常任理事， 玉井

常任理事，内藤常任理事の 5名の提案があり承

認された。今後は委員長を含めて 6名で運営す

る。

• I日本応用心理学会の更なる発展を考える会」

からの検討事項の提案

1) 財政の見直しについて

.各委員会経費の見直し

・常任理事の人数の見直し

・国際応用心理学会経費の見直し

・若手研究者支援も含め各委員会への予算の見直

し

・年会費の見直し

2) 会員名簿の費用について

・会員名簿の費用が 100万円に近いので，今後セ

キュリティを強化したうえでデータ化していく

ことが提案された。他学会で採用されている方

法である，会員名簿をデータ化し，ホ ームペー

ジ上で検索させるという形も提案された。

3) I応用心理士」の確保について

・「応用心理士」資格の幅が広いので. I応用心理

士」の専門分野を明確に していくことを考えて

いる。また.I応用心理士」取得者に向けての研

修会を有料化していくことも提案された。
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4) r応用心理学のクロス ロード』について

・現在， r応用心理学のクロスロ ード』が，福村出

版から約 90万円で発行している。紙媒体で年

2号という発行形式は変えずに，現在の 48

ページ数を見直し，削減していくことが提案さ

れた。 しかしながら発行したばかりなので， 3 

年間は継続する予定である。

5) その他

・来年度の予算編成に向けて，余剰金が 150万円

ほどであり，財政が厳しいことを確認した。

・若手研究者支援の内容として，非会員への援助

や若手支援の形態を今後どのようにしていくか

について議論された。

2. I大会発表賞」に関する件(藤田副理事長)

・第 77回大会(京都大学)から，発表論文(口頭

発表，ポスタ ー発表)に対して「大会発表賞」

を新設した。選考方法は，大会に参加した会員

による投票結果に基っき，常任理事会での最終

決定とした。資料により投票結果が報告され，

「大会発表賞」にふさわしい完成度の高い発表

論文として， 9月 11日の 3件， 12日の l件を

授賞対象にすることを決定した。

3. 新入会員審査および会員異動に関する件

・下記の入会希望者 21名を審査し全員を承認し

fこ。

(正会員)石橋裕子，烏帽子田 彰，深掘友覚，

荻原i京子，山下雅子，刻理津子，長谷川真

里，大畑由佳，木戸盛年，多国昌裕，松本

みゆき，土屋耕治，吉津寛之 ，中 島

誠， 吉田琢哉， 原田知佳， 早田武四郎，

ローボトム恵，山口正二，青木健一，安藤

孝敏

・2010年 11月 10日現在の会員数は 1284名で

ある。

*次回の常任理事会は 3月 12日(土)に中京大

学にて開催する予定である。

会員異動

2010年度新入会 (117名)

青木いつみ

埼玉医科大学短期大学

青木健一

東京電機大学大学院

赤沢毅

学校法人 日本大学

前 理 津 子

明治大学

麻生典子

日本女子大学

阿倍真美子

立正大学大学院J心理学研究科

荒木みさこ

桜美林大学

安 藤 孝 敏

横浜国立大学

飯 島 有美子

関西国際大学人間科学部ビジネス行動学科

五 十 嵐 博

群馬県立県民健康科学大学

石 橋 裕 子

帝京科学大学

井田政則

立正大学 心理学部

伊 藤 彩

日本体育大学スポーツ ・ト レーニングセンター

伊 藤 宏

静岡大学教育学部

岩立志津夫

日本女子大学人聞社会学部心理学科

岩 本 喜 道

アップハート株式会社

上回 淳子

日本大学芸術学部

烏 帽 子 田 彰

広島大学大学院

大久保健一

一般社団法人 日本予防 卜レーニンク協会

大 坂 紘 子

東北大学大学院文学研究科

太 田 顕 子

兵庫教育大学連合大学院

大音友希恵、

京都教育大学教育学研究科

大 畑 由 佳

岡山大学大学院社会文化科学研究科
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沖中武

関西学院大学大学院文学研究科

尾崎美恵子

埼玉医科大学短期大学看護学科

緒田茂裕

一般社団法人 日本予防トレーニング協会

片受靖

立正大学J心理学部臨床J心理学科

金岡麻希

北九州大学大学院医学研究院保健学部門

兼藤正一郎

龍谷大学大学院教育学専攻|臨床J心理学領域

上瀬由美子

立正大学IL，、理学部

川端荘康

尚絢学院大学

岸田香織

毛呂病院看護専門学校第一学科

木戸盛年

関西学院大学大学院

清野圭一

有限会社 ケアステ ーション マイライフ

楠瀬友季

岡山大学大学院

倉岡理保

女子栄養大学

後藤英梨

女子栄養大学

小橋員理子

立正大学心理学研究科応用心理学専攻

小森万由美

岡山大学

今野順

東京国際大学大学院社会学研究科

費藤崇

日本体育大学女子短期大学部

密藤真美

関西国際大学

佐藤敬子

毛呂病院看護専門学校第二学科

佐藤隆

株式会社総合心理教育研究所

佐 藤 典 子

女子栄養大学

椎葉利江

株式会社産業心理教育研究所

篠 原 成 美

女子栄養大学

芝田郁子

福島学院大学

鳥津タ希子

龍谷大学大学院文学研究科教育学専攻

島村知秀

東京国際大学大学院

杉本真理

大阪府立母子健康総合医療センタ ー

楢村はるみ

名古屋市児童福祉センタ ー 中央教育センタ ー

陶山智

亜細亜大学

諏訪部和子

静岡県立こども病院

早田武四郎

元和歌山大学教育学部教授

田井和美

大阪府障がい者自立相談支援センタ ー

高橋尚也

立正大学IL，、理学部

竹内謙彰

立命館大学産業社会学部

武村美幸

愛知教育大学教育学研究科学校教育臨床専攻

多国昌裕

株式会社国際電気通信基礎技術研究所

立山 章雄

有限会社 ウィン 21

田中共子

岡山大学社会文化科学研究科

千島直樹

一般社団法人 日本予防トレーニング協会

組文晴

東京国際大学大学院社会学研究科

津田友理香

明治大学大学院
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土屋耕治

名古屋大学大学院教育発達科学研究科

坪倉幾久子

株式会社ソシオ ・タイ ナミックス

津曲 陽子

九州大学大学院人間環境学府

豊田 賀子

明治学院大学心理学部

長津里絵

立正大学大学院

中島誠

三重大学高等教育創造開発センタ ー

中妻拓也

関西国際大学大学院

中村知靖

九州大学大学院人間環境学研究院

那須美奈子

新潟県厚生連中央看護専門学校専任教員

成田彩乃

明治学院大学大学院

西村 l昨

大阪偉蔭女子大学大学院

西村由美子

帝塚山大学大学院

荻原涼子

精神保健福祉士 社会福祉士

長谷川 真里

横浜市立大学

浜崎英子

同志社大学心理学部余語真夫研究室 フラワ ー ・

サイコロジー研究所

原田知佳

日本学術振興会 ・名古匡大学

原田知子

倉敷繊維加工株式会社

引地 博之

東北大学大学院

兵藤好美

岡山大学大学院保健学研究科

深野あずさ

株式会社総合心理教育研究所

深堀友覚

駒様大学文学部J心理学科

福 島 義 通

東京都在住 ・南ffol阪中

福 田 紗 希

帝塚山大学大学院

藤 浦 芳 江

株式会社ベネッセコ ーポレーション

藤田綾子

甲子園大学心理学科

細川 京子

川崎医療福祉大学

堀恭子

横浜国立大学大学院環境情報学府

堀直人

駒津大学

期良子

新潟県立看護大学

掘 井 康 平

さいころ興房

松浦美l情

山陽学園大学総合人間学部

松 尾 怜 奈

龍谷大学大学院文学研究科

松原健太

群馬大学大学院

松本みゆき

名古屋大学評価企画室

峰岸幸子

毛日病院看護専門学校

村瀬裕恵

帝塚山大学大学院

森 下 雄 輔

帝塚山大学

八木善彦

立正大学J心理学部

安友かおり

岡山大学病院

安 政 元 子

三.田市まちっくり協働セ ンタ 一

柳 津 希 緒 子

帝塚山大学大学院

山岡重行

聖徳大学人文学部J心理学科

( 151 ) 
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山口正二

東京電機大学

横見守明

厚木あすなろの会 ・あすなろ第一 (就労継続支援

B型)

吉津寛之

l岐阜聖徳学園大学

義国俊之

九州大学大学院人間環境学研究院

吉田琢哉

東海学院大学

吉村 友希

予百塚山大学 大学院

ロー ボ トム 恵

前野保育園

波i袋愛祈

明治学院大学大学院

波ili 文春

特定非営利活動法人福祉親愛会

主的村 英一郎

東京大学大学院人文社会系研究科

2010年度退会者名簿一覧(161名)

青木玲子，赤塚隆，安達喜美子，雨宮一洋，安藤房

子，飯田真理子，飯野伸子，池山和子，石原都久，

市川千文，市村秀之，岩倉希，岩本彩子，稿山佐和，

悶喜，大木辰史，大島千佳，大武陽子，大庭さよ，

大森誠，岡村千鶴，小川隆章，小川由希子， 小川幸

宣，奥野弓子，小野寺理江，小山恭司，開沼泰|盗，

鑑さやか，片岡健二，河野望，河野雄二，川俣幸一，

久東光代，熊谷陽子，熊倉削子， 雲井千香子，小嶋

新太，小谷正登，後藤英梨，小林桂子，小林結美，

小村晶子，小森愛子，佐久間直也， 近藤千尋，斉藤

早番校，佐伯勝幸，佐伯和香子，佐々木孝，佐々木

智J成，佐藤典子，佐藤信茂，佐藤久美子，地頭沙織，

篠原成美，柴田良一，下方友子，社会環境研究所，

醇常慈、，庄司俊幸，生水一美，新藤美香，菅野理樹

夫，菅野亮，杉浦愛子，鈴木智裕，鈴木祐子，戴仰

峰，高i成寛志，高橋晃，高見理恵子，武市尚大，竹

岡俊一，武田真弓，竹田せき子，竹中桂子，立田幸

代子，田中朔子，田中美貴，田辺勝，田山淳，茅l京

正，月野木竜也，津久井貴子，土谷望，椿堂由紀，

手代木綾，出水真寿美，堂代裕子，殿村由希，冨重

健一，富田秋枝，豊田有紀，鳥間雪子，鳥山絵美，

長尾史英，中川高，中里茂，中揮さやか，中島彩花，

中嶋正実，長田淳子，長塚和嫡，中村二三夫，南篠

充寿，西村和浩，仁平義明， 検木佳子，野村昌史，

蓮見知県王子，波多野教，服部隆志，早川未紗，林洋

一郎，平林佐代子，廃瀬まゆみ，広田恵理慈，深田

高一，藤生英行，布施晶子，淵上恭江，古川千品，

古浮慶子，細田信一，前田明日香，増田宮，松井真

樹，松浦光和，松岡和生，松坂まり子，松村省吾，

松山美保子，マルコンオッ 卜ー， 丸山昌一，三井公

一郎，村瀬畏，孟琳，森慶輔，森昇子，森光彩，森

本朋子，八木昭宏，安川雅史， 山内和枝，山川明子，

山崎章恵，111崎麻里，山添美紀，山本;恵一，山本洋

祐， 横井三~久， 吉田恒彦， 吉田美穂， 吉田統子， 米

11国子，控IJ革ii， 若林明雄，若山英央，波i盆亜紀子，渡

部桂子

逝去 (4名)

稲越孝雄，岸本英男，堀啓造，村瀬千春

住所不明 (31名)

伊吹山太郎，小畠ひとみ， 加藤愛子， 加藤基子，河

原紀子，木村基宏，清宮栄一，倉岡理保，桑原ひと

み，小西奈美，t:ill井久美，佐藤拓，佐藤祐基，篠崎

由紀子，柴田美貴，清水美帆， 鈴木達也， 鈴木ゆみ，

高橋美奈，田中健太， 中淑子，長崎真梨恵、，永浮幸

七，中田栄， ~I~野深雪， 藤村融，法理樹里，満石寿，

村山綾，山崎こずえ，山本美代子
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過年度分*( 77名)

*学生会員 2名を含む

本年度分料 (850名)

料学'1会且10名古む.3.0001'1不足 1j;，吉む

賛助会費(過年度分を含む)

「応用心理士」関係

審査料

認定料

機関誌売り上げ

雑収入(著作権使用料等)

前年度繰越金

名簿作成取崩

特別企画積立金取崩

£E3 語、 5十

{日Ijj全会計}

l 名簿作成積立金

2008年度繰越金

2009年度取崩金

2 特別企画積立金

2008年度繰越金

2009年度取崩金

以上の通り相違ありません。
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日本応用心理学会 2009年度決算書

(2009 年 4 月 1 日 ~2010 年 3 月 3 1 日)

入

決算額

5，553，000 

456.000 

5.097.000 

30，000 

850，000 

220，000 

630.000 

302，500 

99，207 

586，617 

1，000，000 

1，500，000 

9，921.32'1 

2.000，000 
1，000，000 
1，000，000 

4，500，000 
1，500，000 

3，000，000 

平成 22年 9月 4日

平成 22年 9月4日

予算額

5，844，000 

528.000 

5.316.000 

40，000 

800，000 

200.000 

600.000 

200，000 

100，000 

2，000，000 

500，000 

500，000 

9，984，000 

支

項 lヨ

第 76回大会補助資

学会:ft

心理学諸学会連合会費

シンポジウム ・講演資謝金

研修会談(:iII謝金

国際交流賞

「応用心磁土」関係経費

委員会活動資

機関誌編集委員会

企画委員会

広報委員会

国際交流委員会

若手研究者支援委員会

学会11選考委員会

倫理委員会

学会活性化プロジェヲトチーム活動費

印刷費

機関誌

広報関係

その他

通信費

機関誌郵送費

広報関係郵送費

その他

常任理事交通貨

事務局illi':?; ~~主

事務局委託費

名簿作成費

名簿作成積立金

特別企画積立金

予備費

次年度繰越金

メEコミ 百|

3 若手育成基金

2008年度繰越金

第 76回大会から寄付

2009年度支援金

11~ 

決算額

700.000 。
60，000 

200，000 

60，000 。
613，197 

782，074 

164.863 

287.951 

199.983 

40.560 。
。
。

88.717 

2，518，372 

2，315.250 

107，310 

95，812 

465，960 

247.905 

74.880 

143.175 

1，022，700 

528，251 

1，025，481 

1，173，992 。
。
。

771，297 

9，921，324 

民事

監事

( 153 ) 

予算傾

700，000 。
60，000 

200，000 

100，000 

150，000 

700，000 

1，350，000 I 

500，000 

300.000 

100.000 

50.000 。
100.000 

200.000 

2，800，000 

2，500，000 

200.000 

100.000 

650，000 

200.000 

200.000 

250.000 

950，000 

300，000 

800，000 

500，000 。
。

724，000 。
9，984，000 

1.894，093 
87，413 

-126，000 

1，855，506 

高橋良侍⑮

手島茂樹 @



( 154 ) 

項 日

会主主

過年度分

本年度分

賛助会費

「応用心理士」関係

審査料

認定料

そのれ1l

機関誌売り上げ

雑収入

前年度繰越金

名古E作成取崩金

特別企画積立金取崩

{日11途会計}

l 名簿作成積立金

2009年度繰越金

2010年度積立金

2. 特別企画積立金

2009年度繰越金

2010年度取崩金

l収
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日本応用心理学会 2010年度予算案

( 2010 年 4 月 1 日 ~2011 年 3 月 3 1 日)

入

予算額

5，844，000 

528.000 88名

5.316.000 886名

40，000 

400，000 

100，000 

300，000 。

200.000 

100.000 

771，297 

3，000，000 

10，355.297 

1，000，000 

100，000 

1，100，000 

3，000，000 
-3，000，000 。

前年度予算額

5，844，000 

528.000 

5.316.000 

30，000 

800，000 

200，000 

600，000 。

200，000 

100，000 

2，000，000 

500，000 

500，000 

9，984，000 

支

項 目

第 77回大会補助資

学会賞

心理学諸学会連合会主~

シンポジウム ・講演資謝金

研修会講師謝金

国際交流賞

英文特集号関係諸費

「応用心理士」隙脈経賀

委員会活動資

機関誌編集委員会

企画委員会

広報委員会

国際交流委員会

若手研究者支援委員会

学会賞選考委員会

倫理委員会

学会活性化プロジェクトチーム活動資

印刷費

機関誌、

広報関係

その他

通信費

機関誌郵送資

広報関係郵送賀

その他

常任理事交通費

事務局:illi営費

事務局委託費

名簿作成費

名簿作成積立金

特別企画積立金

予備費

次年度繰越金

3 若手育成基金

2009年度繰越金

2010年度支援金

出

予算額 前年度予算¥}jl

700，000 700，000 

100，000 。
60，000 60，000 

200，000 200，000 

60，000 100，000 

1，000，000 150，000 

200，000 

200，000 700，000 

1，450，000 1.350，000 

500.000 500.000 

300.000 300.000 

150.000 100.000 

100.000 100.000 

50.000 50.000 

100.000 。
50.000 100.000 

200.000 200.000 

3，500，000 2，800，000 

2，500，000 2，500，000 

900.000 200.000 

100.000 100.000 

550，000 650.000 

200.000 200.000 

200.000 200.000 

150.000 250.000 

950，000 950.000 

300.000 300，000 

800，000 800.000 

500.000 

100.000 。
。 。

185，297 724.000 。
10，355，297 9，984.000 

1，855，506 

-300，000 

1，555，506 



事務局だより ( 155 ) 

日本応用心理学会第 76回大会決算書

i収 入 支 i品

J街 嬰 金額 摘 要 金額

大会参加賀 1，291，500 学会事務委託関係 1.741.453 

(内訳)正会員 (予約 5，000x 135) 675，000 (内訳)業務委託費

正会員 (当 EI6，000 x 41) 246，000 システム関連費

院生 (予約 2，000x 52) 104，000 大会論文集印刷費

院生 (当日 3，OOOX4) 12，000 大会プログラム印刷費

非会員 (予約 6，000X 22) 132，000 会場資

非会員 (当日 7，000X 16) 112，000 諮@i!i謝礼 125，695 

非会員(学生) (予約 3，000X 0) 。大会事務局事務員謝礼 588，600 

非会員(学生) (当 EI3，500 X 3) 10，500 学生協力謝礼 181，886 

発表資 893，000 理事会費 139，500 

(内訳)正会員 ・名誉 5，000 X 113 565，000 懇親会費 600，525 

|涜生(会員) 3，000 X 46 138，000 総会費(弁当{-~) 60，000 

非会員 10，OOOX 19 190，000 昼食費 48，800 

非会員学生 8，OOOX 0 。消耗品質 80，362 

自主ワ ークシ ョップ 18，000 準備委員会運営費 380，000 

(内訳)正会員 5，OOOX3 15，000 実行委員反省会連言質 42，000 

院生 3，000 X 1 3，000 郵送料 12，293 

論文集 ・プログラム代 285，000 大会当日移動費 26，245 

(内訳)予約 5，OOOX30 150，000 手数料(国際文献出版印刷〕 840 

当日 6，OOOX21 126，000 コピー機代 100，400 

ブρログラム 1，000 X 9 9，000 寄付学会(若手研究者支援分) 87，413 

懇親会費 555，000 

(内訳)正会員(予約) 7，OOOX38 266，000 

正会員(当日) 8，OOOX 19 152，000 

院生(予約) 3，000 X 26 78，000 

院生(当日) 4，000 x9 36，000 

同伴者 5，OOOX3 15，000 

非会員 8，OOOX 1 8，000 

研修会費 25，500 

(内訳)正会員(予約) (500 X 38) 19，000 

正会員(当日〕 0，000 X 5) 5，000 

非会員(当日) O，500X 1) 1，500 

広告費 ・展示資 430，000 

学会本部補助 700，000 

理事会本部補助 100，000 

その他(利息) 12 

収入 合計 4，298，012 支出合計 4，298，012 

以上のとおり，間違いありません。 平成 21年 12月 5日 大会委員長 川本利恵子@
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